
　　　　

2025 年 2 月 14 日

8 時 30 分から 17 時 30 分まで あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

主な行事等 ・誕生日会　・近隣の公園等への散歩　・地域向けのハロウィン散歩　・芋ほり会

家族支援

・個別に相談があった際は、内容に応じて児童発達管理責任者・看護師・セラ
ピスト・保育士等の各種専門職で対応する。
・入浴サービスや送迎サービスなど、保護者ニーズに寄り添って提供する。
・在宅で役立つと考えられる情報を紙面にて発信する。（不定期）

移行支援
・就園または就学する児童の情報共有（移行支援情報シートの作成と活
用）
・成人移行支援（移行期医療）に関する情報収集を行う。

地域支援・地域連携

・医療的ケア児等支援センターや相談支援事業所、自治体や医療機関など、連
携が必要な機会は積極的に参加する。
・医療・保健・福祉・教育などに限定せず、地域のあらゆるコミュニティーや
企業等と有機的関係性が構築できるよう努める。

職員の質の向上

・研修年間計画の策定と計画に沿った研修実施。
・虐待及び不適切ケア防止、感染予防対策、リスクマネジメント、広報及
びイベント企画等の各種委員会設置。
・事例検討会や勉強会の実施。

支　援　内　容

・きめ細やかな観察を行い、健康状態の維持及び向上につながる課題抽出に努める。
・5S活動に取り組み、安全な環境管理並びに衛生環境を整える。
・医療的ケアをはじめとする直接ケアの基本と愛護的な関りを大切にする。

・理学療法士によるアセスメント及び支援を行う。
・すべての直接ケアにおいて、運動面または感覚面の介入を行う。
・遊びを通して姿勢バリエーションの展開や関節可動域練習、感覚入力を行う。

本
人
支
援

・安心できる環境設定とケアに努め、感覚や運動そして認知などの統合化を図る。
・利用児との信頼関係を構築し、提供される療育に安心が見通せるよう支援する。

・利用児の表情や動きなど細かい変化を見逃さず、創造的かつ応答的にコミュニケーションを図る。
・利用児からのサインを言葉や行動で示して意味づけを行う。

・応答的な関りを重ね、安心できる環境に心地よさを感じられるよう支援する。
・併設の保育園児との交流活動を行う。
・天候や体調に配慮して、事業所周辺を散歩する。

支援方針
・利用児の心身の健康・成長・発達を支援する。
・利用児家族の福利向上を図る。
・地域の発展に向けて、地域デザインに貢献する。

営業時間 送迎実施の有無

法人（事業所）理念 　自分「らしさ」の実現

事業所名 育ちの舎アプリ（児童発達支援） 作成日支援プログラム


